







































































































































































年に財務会計基準書（Statement of Financial Accounting Standards, SFAS）第94号が
公表されているが，これらは持株基準によって連結範囲を決定するなど，親会社概
念を基礎としていたことがうかがわれる。また連結財務諸表の目的として，ARB第
51号では「～主に親会社の株主及び債権者の利益のために（“primarily for the benefit

















54 専修ロージャーナル　第14号 2018. 12
































































































つ公正な概観」（a true and fair view）を示すものではないとする。Seventh Council Directive of











































































































































































































































































































66 専修ロージャーナル　第14号 2018. 12
（51）EC第７号指令前文参照



















































































































































































































































































































































































































































































































































たとえばアメリカの改訂模範事業会社法にある支払不能基準（§6.40 Revised Model Business
Corporation Act,2016）のように，債権者への債務の弁済が可能かどうかを基準とすることとし，
連結会計情報の開示を条件に，連結ベースで支払能力を判断することも一つの方法であろう。
なお，EC第２号指令及びそれに基づくヨーロッパの法制度を参考に，資本制度と分配規制
の関係に関する議論をするものとして久保大作「資本制度・分配規制に関連して」商事法務
1974号（平成24年）21頁以下参照。
103　西山・前掲注（34）22頁参照
104　配当規制として財務比率基準の採用の検討とその課題を示すものとして，吉原和志「会社
の責任財産の維持と債権者の利益保護（二）」法協102巻５号（昭和60年）909−914頁参照。
ている。また連結の範囲に関わる「支配」の概念についても，「投資先へのパワー」
「投資先への関与により生じるリターンに対するエクスポージャー又は権利」「投資
先からのリターンに影響を及ぼしうる投資先に対するパワーを用いる能力」の３つ
の要件から説明している。こうしたIFRS第10号によって，会社法の連結計算書類
制度がどのように影響を受けるのか，連結財務諸表や個別の計算書類との関係など
も今後の検討課題である。
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